
全員留学制度の５つの特長

全員が２年次に約４カ月の海外留学

留学先は英語圏にある本学協定大学

現地で英語でのリサーチを遂行

３つの学びのポイント

［入試センター］

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

各自が設定した創造的な「問い」に

基づいて現地で調査をすることで

課題解決能力や論理的思考力を養います

課題解決能力

国際共通語である英語による

コミュニケーション能力を伸ばします

協定留学制度を
選択可能

奨学金の給付 手続きのサポート多様な留学先
充実した

事前・事後学修

留学準備から渡航まで

サポートを受けながら

手続きを進められます

現地の大学生と専門科目を

英語で学ぶ学部留学ができる

１年間の「協定留学」を

選択することが可能です

＊応募要件・選考あり

アメリカ、カナダ、
オーストラリア、

ニュージーランドにある
協定校に留学します

＊渡航先・大学は
変更の可能性あり

留学する学生には、

奨学金（40万円）が

渡航中の学費からの

控除により給付されます

留学を通して得た学びを
キャリア形成に接続する
学修のフォローアップが

受けられます

異文化適応能力

アクティブな学びを通して

他者と自己を理解し

「異」に対する感受性を高めます
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武蔵野大学グローバル学部
グローバルコミュニケーション学科
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グローバルコミュニケーション学科で

は、全員が2年次に約4ヶ月の海外留

学を行うことが必修となっており、そ

の経験を通じて主体性と探求心を育

みます。

※留学する学生には、奨学金（40万円）が渡航中の学費からの控除により給付されます。

留学費用については全員留学特設サイトをご参照ください。

 水口 堅稀  矢作 菜月  山本 勝大

１年次から授業を通して英語によるコ

ミュニケーション力やリサーチを遂行

する力を身につけて留学に参加し、現

地では異文化理解を深めることができ

ました。帰国後は学長杯英語スピーチ

コンテストで優秀賞を受賞しました。

現在は武蔵野大学大学院の博士後期課

程に在籍し、外国人児童生徒の教育に

ついて研究しています。

TOEICは 515点から705点へ200点近く

上がり、特にリスニング力が伸びまし

た。留学中は授業内外でさまざまな人

と積極的に会話し、実践的なコミュニ

ケーション力を身につけました。帰国

後はゼミでのワークショップ企画に取

り組み、留学中の異文化コミュニケー

ションで培った対人スキルを活かすこ

とができました。

協定留学制度を利用し、アメリカのオ

レゴン州立大学へ学部留学しました。

メディアコミュニケーション分野の専

門科目などを履修し、現地の学生と共

に学んだほか、キャンパス内のアルバ

イトにも挑戦しました。異なる背景を

持つ学生たちと協働する中で、自ら行

動する力を養うとともに、多様な価値

観を尊重する姿勢を身につけました。  

※派遣先大学は年度によって変更になる可能性があります。 
※各留学先には派遣者数の人数枠があります。必ずしも希望する留学先に派遣されるとは限りません。 留学先のご紹介

アメリカ
ミシガン州 カラマズー

オーストラリア 
ビクトリア州 メルボルン

カナダ
オンタリオ州 ウェランド

オーストラリア
西オーストラリア州 パ ース

カナダ
オンタリオ州 ゲルフ

ニュージーランド
オタゴ地方 ダニーデン

ニュージーランド
カンタベリー地方 リンカーン

カナダ
オンタリオ州セント・キャサリンズ

ディーキン大学
Deakin University

ウエスタンミシガン大学
Western Michigan university

ナイアガラ・カレッジ
Niagara College

西オーストラリア大学
The University of Western Australia

ゲルフ大学
University of Guelph

オタゴ大学
University of Otago

ブロック大学
Brock University

リンカーン大学
Lincoln university

全員留学での経験が
私の研究の原点です

全員留学を経験した先輩たちの声

全員留学を通して成長したことは
理由を問う姿勢です

協定留学制度を利用し、一年間
現地の学生と共に学びました


